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1. 提案の要旨



2023/12/17 1. 提案の要旨 4

• コロナとDXで激変が訪れた． SDGsは

今後も一層求められてくる．リニアモ
ーターカーは、こういった状況を踏ま
え，見直すべきときが訪れている（但
し、中央新幹線自体は必要）．

• このため、リニアにも現行新幹線にも
代替可能な新規格の鉄道を提唱する．
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2. 具体策の提示
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• リニアにも現行新幹線にも代替可能と
するため、規格の共通性、機器類の共
通性といった基本方針の下，社会課題
の解決という観点からも，走行抵抗の
著しい低減，集電，制動，脱線防止対
策を充実強化した新たな規格の鉄道の
具体策を提唱し，その基本構成を紹介
する．
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• 1) 軌間 3048mm（10フィート）

• 2) 車高 約2500 mm（約8フィート）
但し集電装置除く

• 3) 架空接触電線と第三軌条とを併用し

高速走行時には専ら第三軌条により
集電を行う電気鉄道
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新規格鉄道
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０系 N700 新規格 リニア
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先頭車および動力車の側面図
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動力車および客室の側面図
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動力車および客室の断面図
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動力車主要機器配置図
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3. 高速鉄道の現状
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• 課題点が数多く指摘されているリニア
モーターカー

• 一般の鉄道に技術を還元し，鉄道事業
全体に対する劇的な発展に大きく寄与
してきた現行新幹線

• コロナ，DXで一時鉄道利用者が激減

• SDGsにより，エネルギーの無駄遣いは
許されない

• 現行新幹線ですら規格に限界

• 軌間，集電，制動，脱線防止など
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4. 提案に至る背景
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• 現行新幹線でようやく世界標準に規格
が追従

• 地球上の地震の約1割が我が国で発生

• 過去の大規模地震における現行新幹線
の失敗事例を省みて，次元の異なる脱
線防止対策が必要となっていることは
明白
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• 鉄道は政治経済社会に重要な影響をも
つ交通機関であり，巨額の初期投資を
必要とする交通機関

• 解決策があったとしても容易に実施で
きないことはやむをえない事実
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• リニアをはじめ高速鉄道に求められて
いることは，一層の高速化よりは，む
しろSDGsをはじめとする環境への配慮
（高速化を徒には否定しない）

• 特にリニアでは少なく見積もっても現
行新幹線の4倍～5倍（むしろ数十倍と
の報道の事実を再度注視）の消費電力

• リニアでは改善の実施は困難
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5. 基本的な特徴および利点
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• 以下，提唱する新規格の特徴と利点に
ついて述べる．

• 許容量の大きな新規格のため，集電，
制動，脱線防止について安全性がより
確実なものになる．
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• 車幅は現行新幹線と同じで，車高が
2500mmで現行新幹線の3600mmの0.7倍
となる．即ち現行新幹線を1.0としたと

き，走行抵抗の大部分を占める空気抵
抗のうち圧力抵抗となる断面積が0.7（

パンタグラフカバーも考慮に入れると
0.6）で，摩擦抵抗となる表面積が0.8と

なる．機械抵抗も軸箱や減速機，継手
などが半減する．現行新幹線よりも環
境配慮により一層寄与できる．
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• 集電については，停車場周辺および分
岐器通過時には架空接触電線から集電
を行う．高速走行の際の第三軌条から
の集電のために，加速しているような
ときは，架空接触電線からの集電を行
いつつ，第三軌条からの集電を開始す
る．分岐器などがない走行区間では専
ら第三軌条から集電する．
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• このため高速走行時の走行抵抗を著し
く低減させることができ，速度の6乗に

比例するパンタグラフからの集電によ
る騒音をなくすことができる．
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• 第三軌条からの集電装置は軌道の中央
部の溝の部分に位置するよう構成され
ており，制動装置，脱線防止装置の機
能も併せもつ．
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• 制動については，通常のディスクブレ
ーキのほか，強力な制動力を必要とす
るときは，第三軌条からの集電装置を
併せ持つ制動装置により制動する．す
なわち，車輪の摩擦係数による制限を
受けない制動が可能となる．
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• 脱線防止については，通常のフランジ
のほか，第三軌条からの集電装置を併
せ持つ脱線防止装置により脱線を防止
する．溝の壁面と装置との距離を，走
行輪の踏面の幅より小さくしておけば
脱線する前に壁面と脱線防止装置が接
触して脱線を防止する．フランジの高
さは通常30mmであるが，溝の深さをそ
の10倍以上の300mm以上とするのは比
較的容易である．
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6. その他の特徴および解決
済みの課題
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• 架線の波動伝播速度は120m/sである．
一方，軌道では200m/s～300m/sとあり
集電速度の限界は倍増する．

• 蛇行動の公式から，軌間を広げ，軸距
を伸ばせば蛇行動波長の長周期化は明
白である．幾何学的蛇行動の波長の公
式では軌間が2倍になると波長は21/2（
=1.414）倍となり，蛇行動波長に比例す
る蛇行動限界速度も21/2倍すなわち約4

割増となる．軸距も同様である．



2023/12/17 6. その他の特徴、解決済みの課題 30

• 第三軌条の軌道全体の交換は，走行軌
条と同一の定期的なものとなり，事故
などによるものはほぼ皆無となる．

• 高電位となる第三軌条における集電で
は，集電輪，集電靴などを併用するこ
ととなるが，集電輪におけるベアリン
グの電食の問題には，絶縁，バイパス
などの技術が既に存在する．
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• 新規格鉄道では，現行新幹線の床下機
器（二次バネ上）が，ほぼすべて一次
バネ上に配置されるため，相対的にバ
ネ下重量が著しく軽減される．

• 動力部分と客室の接続は，集電装置母
線，制動装置制御，動力部制御，客室
空調等配電となり簡略化される．

• 高速走行区間は，架線設備を必要とせ
ず，コンクリート道床などと組み合わ
せることにより，通常の軌道の保守を
大幅に削減できる．
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• 粘着式すなわち鉄輪方式である新規格
鉄道は，分岐器が，現行新幹線と同一
方式であるため，現行新幹線と同一の
ダイヤ編成が可能となる．すなわち一
時間当たり5本のリニアに対し，17本の

ダイヤが組める．これは東海道新幹線
を完全に補完または代替することとな
る．つまり東海道新幹線の一部区間を
完全に閉鎖して工事をすることが可能
となる．
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• 南アルプスを走る糸魚川静岡構造線は
地球のプレート境界でもある．プレー
トは少なくとも年間数cm移動し，南ア
ルプスは年間5mm隆起している．この

ような地域に仮に隧道を建設すること
が可能となったとしても，数十年もす
れば破断が始まり，巨大地震でなくと
も，通常の走行の振動などで，事業主
体の存立そのものを危うくする大惨事
が発生することは容易に想像できる．


